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第５回目安に関する小委員会 

 

 

＜ 議 事 次 第 ＞ 

令和４年度地域別最低賃金額改定の目安について 

 

＜ 資 料 一 覧 ＞ 

参考資料 No.1 足下の経済状況等に関する補足資料（更新部分のみ抜粋） 

参考資料 No.2 主要統計資料（更新部分のみ抜粋） 
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足
下
の
経
済
状
況
等
に
関
す
る
補
足
資
料
（更
新
部
分
の
み
抜
粋
）

（新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
・消
費
者
物
価
の
動
向
を
含
む
）

参
考
資
料
N
o
.1

3



（
資
料
出
所
）
内
閣
府
「
月
例
経
済
報
告
」
を
も
と
に
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
に
お
い
て
作
成
。

（
注
）
下
線
は
前
月
か
ら
の
主
な
変
更
点

○
2
0
2
2
年
７
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、
「
景
気
は
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
。
先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社

会
活
動
の
正
常
化
が
進
む
中
で
、
各
種
政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
府
「
月
例
経
済
報
告
」に
お
け
る
日
本
経
済
の
基
調
判
断
（
20
2
2
年
１
月
～
７
月
）

基
調
判
断
(現
状
）

基
調
判
断
(先
行
き
）

雇
用
情
勢

消
費
者
物
価

１
月
月
例

景
気
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
厳
し
い
状
況
が
徐
々
に
緩
和
さ

れ
る
中
で
、
こ
の
と
こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き

が
み
ら
れ
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
各
種
政
策
の

効
果
や
海
外
経
済
の
改
善
も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
感
染
症
に

よ
る
影
響
や
供
給
面
で
の
制
約
、
原
材
料
価
格
の
動
向
に
よ
る
下
振
れ
リ
ス
ク
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

感
染
症
の
影
響
が
残
る
中
で
、

引
き
続
き
弱
い
動
き
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
求
人
等
に
持
ち
直

し
の
動
き
も
み
ら
れ
る

底
堅
さ
が
み
ら
れ
る

２
月
月
例

景
気
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
続
い
て
い

る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
厳
し
い
状
況
が
残
る
中
で
、
一

部
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動
を
継
続
し
て
い
く
中
で
、
各
種
政
策
の

効
果
や
海
外
経
済
の
改
善
も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
感
染
拡
大

に
よ
る
影
響
や
供
給
面
で
の
制
約
、
原
材
料
価
格
の
動
向
に
よ
る
下
振
れ
リ
ス
ク
に
十
分
注
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

感
染
症
の
影
響
が
残
る
中
で
、

引
き
続
き
弱
い
動
き
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
求
人
等
に
持
ち
直

し
の
動
き
も
み
ら
れ
る

底
堅
さ
が
み
ら
れ
る

３
月
月
例

景
気
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
続
い
て
い

る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
厳
し
い
状
況
が
残
る
中
で
、
一

部
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動
が
正
常
化
に
向
か
う
中
で
、
各
種
政

策
の
効
果
や
海
外
経
済
の
改
善
も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
等
に
よ
る
不
透
明
感
が
み
ら
れ
る
中
で
、
原
材
料
価
格
の
上
昇
や
金
融
資
本
市
場
の
変
動
、

供
給
面
で
の
制
約
等
に
よ
る
下
振
れ
リ
ス
ク
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
に
よ
る
影
響

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

感
染
症
の
影
響
が
残
る
中
で
、

引
き
続
き
弱
い
動
き
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
求
人
等
に
持
ち
直

し
の
動
き
も
み
ら
れ
る

こ
の
と
こ
ろ
緩
や
か
に
上

昇
し
て
い
る

４
月
月
例

景
気
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
厳
し
い
状
況
が
緩
和
さ
れ
る
中
で
、

持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動
が
正
常
化
に
向
か
う
中
で
、
各
種
政

策
の
効
果
や
海
外
経
済
の
改
善
も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
等
に
よ
る
不
透
明
感
が
み
ら
れ
る
中
で
、
原
材
料
価
格
の
上
昇
や
金
融
資
本
市
場
の
変
動
、

供
給
面
で
の
制
約
等
に
よ
る
下
振
れ
リ
ス
ク
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
に
よ
る
影
響

を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

感
染
症
の
影
響
が
残
る
中
で
、

引
き
続
き
弱
い
動
き
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
求
人
等
に
持
ち
直

し
の
動
き
も
み
ら
れ
る

こ
の
と
こ
ろ
緩
や
か
に
上

昇
し
て
い
る

５
月
月
例

景
気
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動
の
正
常
化
が
進
む
中
で
、
各
種
政
策

の
効
果
も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
中
国
に
お
け
る
感
染
再
拡
大
の

影
響
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期
化
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
供
給
面
で
の
制
約
や
原
材
料
価
格
の
上

昇
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
に
よ
る
下
振
れ
リ
ス
ク
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
感
染
症
に

よ
る
影
響
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
る
。

持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る

こ
の
と
こ
ろ
上
昇
し
て
い

る

６
月
月
例

景
気
は
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動
の
正
常
化
が
進
む
中
で
、
各
種
政
策

の
効
果
も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
長
期
化
や
中

国
に
お
け
る
経
済
活
動
の
抑
制
の
影
響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の
原
材
料
価
格
の
上
昇
や
供
給
面
で

の
制
約
に
加
え
、
金
融
資
本
市
場
の
変
動
等
に
よ
る
下
振
れ
リ
ス
ク
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
る

こ
の
と
こ
ろ
上
昇
し
て
い

る

７
月
月
例

景
気
は
、
緩
や
か
に
持
ち
直
し
て
い
る
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、
経
済
社
会
活
動
の
正
常
化
が
進
む
中
で
、
各
種
政
策

の
効
果
も
あ
っ
て
、
景
気
が
持
ち
直
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
世
界
的
に
金
融
引
締
め
が
進
む

中
で
の
金
融
資
本
市
場
の
変
動
や
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
供
給
面
で
の
制
約
等
に
よ
る
下
振
れ
リ
ス
ク

に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

持
ち
直
し
て
い
る

上
昇
し
て
い
る

2
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経
団
連

春
季
賃
上
げ
妥
結
状
況

○
2
0
2
2
年
の
経
団
連
春
季
労
使
交
渉
月
例
賃
金
引
上
げ
結
果
で
は
、
ア
ッ
プ
率
は
大
手
企
業
2.
2
7％
（最
終
集
計
）、
中
小
企
業
1.
9
7
％

（
第
１
回
集
計
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
資
料
出
所
）
経
団
連
「
春
季
労
使
交
渉
・
大
手
企
業
業
種
別
妥
結
結
果
」
「
春
季
労
使
交
渉
・
中
小
企
業
業
種
別
妥
結
結
果
」
「
2
0
2
2
年
春
季
労
使
交
渉
・
中
小
企
業
業
種
別
回
答
状
況
」
を
も
と
に
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局

に
お
い
て
作
成
。

（
注
）

2
0
2
1
年
ま
で
と
2
0
2
2
年
大
手
企
業
は
最
終
集
計
結
果
、
2
0
2
2
年
中
小
企
業
は
第
１
回
集
計
結
果

2
0
1
3

2
0
1
4

2
0
1
5

2
0
1
6

2
0
1
7

2
0
1
8

2
0
1
9

2
0
2
0

2
0
2
1

2
0
2
2

大
手
企
業

1
.8

3
2
.2

8
2
.5

2
2
.2

7
2
.3

4
2
.5

3
2
.4

3
2
.1

2
1
.8

4
2
.2

7

中
小
企
業

1
.6

3
1
.7

6
1
.8

7
1
.8

3
1
.8

1
1
.8

9
1
.8

9
1
.7

0
1
.6

8
1
.9

7

1
.8

3

2
.2

8

2
.5

2

2
.2

7
2
.3

4

2
.5

3
2
.4

3

2
.1

2

1
.8

4

2
.2

7

1
.6

3
1
.7

6
1
.8

7
1
.8

3
1
.8

1
1
.8

9
1
.8

9

1
.7

0
1
.6

8

1
.9

7

0
.0

0
.5

1
.0

1
.5

2
.0

2
.5

3
.0

経
団
連

春
季
労
使
交
渉
月
例
賃
金
引
上
げ
結
果
（
ア
ッ
プ
率
）
の
推
移

大
手
企
業

中
小
企
業

（
％
）

5

5



○
ラ
ン
ク
別
に
有
効
求
人
倍
率
の
推
移
を
み
る
と
、
20
2
0年
の
前
半
に
大
き
く
低
下
し
た
後
、
改
善
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

○
Ａ
ラ
ン
ク
で
は
他
の
ラ
ン
ク
に
比
べ
て
回
復
が
遅
れ
て
い
る
が
、
足
下
で
は
改
善
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。

ラ
ン
ク
別
有
効
求
人
倍
率
の
推
移

9

Ａ
ラ
ン
ク

1
.1

0
 

Ｂ
ラ
ン
ク

1
.3

9
 

Ｃ
ラ
ン
ク

1
.3

7
 

Ｄ
ラ
ン
ク

1
.4

6
 

0
.6

0

0
.8

0

1
.0

0

1
.2

0

1
.4

0

1
.6

0

1
.8

0

2
.0

0

2
0

1
2 年

2
0

1
3 年

2
0

1
4 年

2
0

1
5 年

2
0

1
6 年

2
0

1
7 年

2
0

1
8 年

2
0

1
9 年

2
0

2
0 年

2
0

2
1 年

１ 月

２ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

1
0 月

1
1 月

1
2 月

１ 月

２ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

1
0 月

1
1 月

1
2 月

１ 月

２ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

1
0 月

1
1 月

1
2 月

１ 月

２ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

2
0
1
9
年

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

ラ
ン
ク
別
有
効
求
人
倍
率
の
推
移

Ａ
ラ
ン
ク

Ｂ
ラ
ン
ク

Ｃ
ラ
ン
ク

Ｄ
ラ
ン
ク

（
資
料
出
所
）
厚
生
労
働
省
「
職
業
安
定
業
務
統
計
」
よ
り
作
成
。

（
注
）
１
．
各
ラ
ン
ク
に
属
す
る
都
道
府
県
の
有
効
求
人
数
（
就
業
地
別
）
と
有
効
求
職
者
数
を
そ
れ
ぞ
れ
が
合
算
す
る
こ
と
に
よ
り
算
出
。

２
．
月
次
の
数
値
に
つ
い
て
は
、
１
の
計
算
に
お
い
て
、
有
効
求
人
数
と
有
効
求
職
者
数
の
季
節
調
整
値
を
用
い
て
い
る
。

３
．
各
都
道
府
県
の
ラ
ン
ク
は
、
現
時
点
の
ラ
ン
ク
に
そ
ろ
え
て
い
る
。

（
倍
）
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○
ラ
ン
ク
別
に
新
規
求
人
数
の
水
準
の
推
移
を
み
る
と
、
20
20
年
４
月
に
大
き
く
減
少
し
た
後
、
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
足
下
で
は
、

最
も
改
善
が
遅
れ
て
い
る
A
ラ
ン
ク
で
も
20
20
年
１
月
の
水
準
を
概
ね
回
復
し
て
い
る
。

ラ
ン
ク
別
新
規
求
人
数
の
水
準
の
推
移

1
0

１ 月

２ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

1
0

月

1
1

月

1
2

月

１ 月

２ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

７ 月

８ 月

９ 月

1
0

月

1
1

月

1
2

月

１ 月

２ 月

３ 月

４ 月

５ 月

６ 月

2
0
2
0
年

2
0
2
1
年

2
0
2
2
年

Ａ
ラ
ン
ク

1
0
0
.0

1
0
6
.1

1
0
2
.3

7
4
.3

8
1
.9

8
9
.9

8
2
.5

8
5
.3

8
9
.1

8
2
.3

8
6
.3

8
7
.2

8
6
.1

8
5
.0

8
6
.9

8
6
.1

8
5
.0

8
8
.2

8
9
.5

8
9
.0

9
0
.6

9
2
.0

9
2
.5

9
4
.7

9
6
.0

9
1
.7

9
7
.4

1
0
0
.5

9
8
.9

9
8
.5

Ｂ
ラ
ン
ク

1
0
0
.0

1
0
5
.8

9
9
.2

7
9
.9

8
4
.8

8
7
.8

8
5
.1

8
7
.0

9
0
.6

8
5
.6

9
0
.9

9
0
.9

8
8
.2

8
8
.9

9
3
.3

9
2
.2

9
3
.0

9
6
.7

9
6
.2

9
7
.6

9
7
.8

1
0
0
.5

1
0
1
.2

1
0
4
.1

1
0
4
.4

1
0
0
.7

1
0
4
.7

1
0
6
.7

1
0
7
.6

1
0
7
.2

Ｃ
ラ
ン
ク

1
0
0
.0

1
0
5
.7

9
9
.3

8
2
.6

8
8
.3

9
1
.6

8
7
.8

9
0
.4

9
1
.8

9
0
.2

9
3
.6

9
2
.9

9
1
.2

9
1
.2

9
5
.0

9
4
.3

9
4
.9

9
7
.1

9
7
.5

9
8
.2

9
9
.2

1
0
1
.1

1
0
1
.4

1
0
3
.9

1
0
5
.2

1
0
0
.5

1
0
4
.7

1
0
8
.7

1
0
8
.4

1
0
9
.1

Ｄ
ラ
ン
ク

1
0
0
.0

1
0
6
.8

9
8
.8

8
3
.0

8
7
.7

9
1
.4

8
9
.8

9
2
.6

9
1
.5

9
2
.0

9
7
.4

9
4
.1

9
4
.0

9
5
.3

9
8
.2

9
8
.2

9
9
.8

1
0
1
.7

1
0
2
.2

1
0
1
.5

1
0
2
.9

1
0
3
.2

1
0
3
.8

1
0
6
.7

1
0
8
.4

1
0
3
.9

1
0
7
.1

1
1
0
.9

1
1
3
.7

1
1
1
.7

6
0
.0

7
0
.0

8
0
.0

9
0
.0

1
0
0
.0

1
1
0
.0

1
2
0
.0

ラ
ン
ク
別
新
規
求
人
数
の
水
準
の
推
移

Ａ
ラ
ン
ク

Ｂ
ラ
ン
ク

Ｃ
ラ
ン
ク

Ｄ
ラ
ン
ク

（
資
料
出
所
）
厚
生
労
働
省
「
職
業
安
定
業
務
統
計
」
よ
り
作
成
。

（
注
）
１
．

2
0
2
0
年

1
月
の
新
規
求
人
数
（
季
節
調
整
値
）
を

1
0
0
と
し
た
場
合
の
各
月
の
新
規
求
人
数
（
季
節
調
整
値
）
の
水
準
。

２
．
各
ラ
ン
ク
の
新
規
求
人
数
は
、
当
該
ラ
ン
ク
に
属
す
る
都
道
府
県
の
就
業
地
別
新
規
求
人
数
（
季
節
調
整
値
）
を
合
算
し
て
算
出
。

（
2
0
2
0
年

1
月
＝

1
0
0
）

7
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参
考

資
料

N
o
.2

主
 要

 統
 計

 資
 料

 (
 更

 新
 部

 分
 の

 み
 抜

 粋
 ）

9



４
　

春
季

賃
上

げ
妥

結
状

況

　
(
1
)
　

春
季

賃
上

げ
妥

結
状

況
（

令
和

４
年

）

連
合

第
7
回

(
最

終
)
 
回

答
集

計
結

果
(
令
和
４
年
７
月
５
日
)

経
団

連
(
大

手
企

業
)
 
最

終
集

計
(令

和
4年

7月
27
日
)

30
4組

合
1,

48
0,

05
0人

30
組

合
99
,3
10
人

29
組

合
1
2
1
,
0
2
6
人

1
3
5
社

6,
63

7円
(6

,0
51

円
)

2,
30
8円

(2
,5
18
円

)
1,
14
7円

(
3
5
6
円
)

7
,
5
6
2
円

(
6
,
1
2
4
円
)

2
.1

8
%

(2
.0

2%
)

0
.6

7
%

(0
.7
4%
)

0
.4

0
%

(
0
.
1
3
%
)

2
.2

7
%

(
1
.
8
4
%
)

53
3組

合
29

1,
46

2人
53
組

合
30
,2
49
人

42
組

合
2
2
,
6
2
6
人

(
注

)
１

　
原

則
と

し
て

、
従

業
員

数
5
0
0
人

以
上

の

6,
09

3円
(5

,5
22

円
)

3,
00
2円

(1
,6
18
円

)
1,
66
6円

(
9
1
7
円
)

　
　

　
企

業
を

対
象

。

2
.2

5
%

(2
.0

6%
)

1
.0

2
%

(0
.5
6%
)

0
.6

7
%

(
0
.
3
7
%
)

　
　

２
　

2
0
2
社

(
7
9
.
8
%
)
の

妥
結

を
把

握
し

た
が

、

74
0組

合
13

5,
27

0人
68
組

合
12
,2
71
人

69
組

合
1
2
,
1
1
2
人

　
　

　
こ

の
う

ち
6
7
社

は
平

均
額

不
明

等
の

た
め

、

5,
84

2円
(5

,2
91

円
)

1,
86
1円

(8
44
円

)
1,
71
9円

(
5
5
8
円
)

　
　

　
集

計
よ

り
除

外
。

2
.2

7
%

(2
.0

5%
)

0
.7

0
%

(0
.3
2%
)

0
.7

1
%

(
0
.
2
4
%
)

　
　

３
　

（
　

）
内

の
数

値
は

、
令

和
3
年

7
月

3
0
日

付

63
6組

合
32

,1
28

人
86
組

合
4,
12
2人

94
組

合
4
,
4
7
9
人

　
　

　
最

終
集

計
結

果
。

5,
46

1円
(4

,8
85

円
)

1,
63
3円

(8
55
円

)
1,
46
4円

(
7
5
5
円
)

2
.2

4
%

(2
.0

1%
)

0
.6

4
%

(0
.3
5%
)

0
.6

2
%

(
0
.
3
3
%
)

2,
21

3組
合

1,
93

8,
91

0人
23
7組

合
14
5,
95
2人

23
4組

合
1
6
0
,
2
4
3
人

6,
47

4円
(5

,8
31

円
)

2,
09
0円

(1
,1
97
円

)
1,
53
6円

(
6
7
9
円
)

2
.2

0
%

(2
.0

3%
)

0
.7

5
%

(0
.4
4%
)

0
.6

2
%

(
0
.
2
8
%
)

経
団

連
(
中

小
企

業
)
第

１
回

集
計

(令
和
4年

6月
10
日
)

(
注

)
１

　
(
　

)
内

の
数

値
は

、
令

和
３

年
7
月

5
日

付
　

第
7
回

(
最

終
)
集

計
結

果
。

　
　

２
　

平
均

賃
上

げ
方

式
は

、
賃

上
げ

分
が

明
確

に
分

か
る

組
合

を
対

象
に

集
計

。

　
　

３
　

個
別

賃
金

方
式

は
「

純
ベ

ア
」

と
「

定
昇

込
み

」
方

式
が

あ
る

が
、

表
中

は
「

純
ベ

ア
」

方
式

の
数

値
で

あ
る

。
2
4
9
社

　
　

４
　

個
別

賃
金

方
式

の
規

模
別

の
伸

び
率

は
労

働
基

準
局

賃
金

課
が

計
算

。
5
,
2
1
9
円

(
4
,
4
4
4
円
)

1
.9

7
%

(
1
.
7
2
%
)

連
合

(
有

期
・

短
時

間
・

契
約

等
労

働
者

)
第

7
回

(
最

終
)
 
回

答
集

計
結

果
(
令

和
４

年
７

月
５

日
)

(
注

)
１

　
従

業
員

数
5
0
0
人

未
満

の
企

業
を

対
象

。

　
　

２
　

2
5
2
社

(
3
3
.
4
%
)
か

ら
回

答
を

把
握

し
た

が
、

賃
上

げ
額

21
.3
7円

(1
6.
38
円

)
23
.4
3円

(
1
9
.
9
1
円
)

　
　

　
こ

の
う

ち
３

社
は

平
均

金
額

不
明

等
の

た
め

、

平
均

時
給

1,
05
7.
31
円

(1
,0
23
.9
6円

)
1,
04
7.
00
円

(
1
,
0
3
8
.
7
7
円
)

　
　

　
集

計
よ

り
除

外
。

賃
上

げ
額

3,
72
8円

(3
,4
80
円

)
3,
99
7円

(
3
,
6
6
7
円
）

　
　

３
　

了
承

、
妥

結
を

含
む

。

賃
上

げ
率

1.
75
%
(1
.6
4%
)

1.
85
%
(
1
.
7
2
%
)

　
　

４
　

（
　

）
の

数
値

は
、

令
和

３
年

6
月

1
1
日

付

(
注

)
１

　
(
　

)
内

の
数

値
は

、
令

和
３

年
７

月
５

日
付

　
第

７
回

(
最

終
)
回

答
集

計
結

果
。

　
　

　
第

1
回

集
計

結
果

。

月
給

10
0組

合
27

,4
25

人

平
均
賃
上
げ
方
式

（
加
重
平
均
）

1
7
業
種

7
5
4
社

単
純

平
均

加
重

平
均

時
給

33
7組

合
75

4,
00

4人

規
模
計

平
均

賃
上

げ
方

式
個

別
賃

金
方

式
（

組
合

数
に

よ
る

単
純

平
均
）

平
均
賃
上
げ
方
式

（
加

重
平

均
）

35
歳

30
歳

（
加
重
平
均
）

1,
00

0人
以
上

主
要
2
1
業
種

大
手
2
5
3
社

30
0～

99
9人

10
0～

29
9人

～
99

人

-1
2
-

10


